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は
た
ち
を
祝
う
 

金
田
町
成
人
式
礁
 

住
 

今
年
晴
れ
の
大
人
の
仲
間
入
 

り
を
し
た
青
年
諸
君
を
祝
福
す
 

来
賓
の
列
席
を
仰
ぎ
、
青
年
団
 
の
代
表
の
方
々
の
お
祝
い
の
 

の
役
員
の
方
々
の
御
協
力
の
も
 
辞
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
町
よ
 

と
に
行
わ
れ
ま
h
ル
た
。
 

で
ノ
り
記
念
品
と
し
て
豪
華
な
ア
ル
 

A
「
年
ぱ
ブ
二
三
ケ
仁
D
該
当
者
「
 
U
ベ
ム
が
増
、
り
n
一
し
た
。
 

り
ま
し
た
が
、
一
そ
の
内
七
 

是
 
果
一
 

止
 
fホ
 

手
ァ
で
あ
り
ま
し
た
 

ノ
ら
人
 

式
典
は
寸
時
 

る
成
人
式
が
、
 

一
月
十
五
日
中
 
11 
、
町
長
の
割
 

央
公
民
館
の
集
会
室
で
多
数
の
 
会
議
長
、
中
」
字
 一

よ
り
は
じ
め
ら
 

示
の
あ
と
巨
麟
 

窒
垂
木
時
の
恩
師
 

（
男
三
八
名
、
女
三
七
 

の
出
席
者
が
あ
り
、
盛
況
 

成
人
を
代
表
し
て
？
m
国
春
掛
一
 

君
が
答
辞
を
述
べ
、
厳
粛
な
る
 

式
典
を
終
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
 

男
女
別
に
て
記
念
写
真
を
撮
影
 

し
、
引
続
き
祝
宴
に
移
り
一
、
来
 

賓
、
成
人
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
自
漫
 

だ
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
屯
●
、
 

報
臓
慌
馴
聾
心
 

時
五
分
意
義
深
い
式
典
の
ピ
リ
 

オ
ド
を
と
じ
ま
し
た
。
 

衰
心
よ
り
成
人
諸
君
の
前
途
 

の
ご
多
幸
と
健
康
を
お
祈
り
 

し
、
金
田
町
の
発
展
に
寄
与
願
 

り

 

い
ま
す
o
 

晴れて大人の仲間入 

一 

一
一
月
の
 

ー 

こ
よ
み
 

( 

（
和
名
 

き
さ
ら
ぎ
）
 

一
⑥
寒
さ
が
き
び
し
い
の
で
着
 

一 

物
を
さ
ら
に
重
ね
る
 
衣
 

一 

更
着
か
ら
二
月
を
如
月
と
 

一 

い
う
。
 

一
⑥
誕
生
石
 

ァ
メ
ジ
ス
ト
 

ー 

（
紫
水
晶
）
誠
実
平
和
 

一 

1
日
 
成
人
病
予
防
週
間
 

一 

は
じ
ま
る
ロ
 

一 

3
日
 
節
分
 

一 

n
日
 
建
国
記
念
日
 

（

 

ー
 

一 

28 

日
 
春
の
全
国
火
災
予
 

一 

・
方
運
動
 

旧
正
月
 

50年度保育園 
入園受付がはじまります 

福 祉 係 

昭
和
五
十
年
度
保
育
園
入
園
 

の
受
付
を
左
記
D
と
お
り
行
な
 

い
ま
す
。
 

受
付
期
間
 

昭
和
五
十
年
二
月
十
日
か
ら
 

ニ
月
二
十
五
日
ま
で
 

申
込
用
紙
 

各
保
育
園
に
準
備
し
て
お
り
 

ま
す
D

で
該
当
響
項
記
入
D
上
 

入
所
希
望
保
育
園
に
提
出
し
て
 

下
さ
い
。
 

保
育
園
名
 

金
田
保
育
園
、
神
崎
保
育
 

園
、
上
金
田
保
育
園
 

入
所
の
条
件
 

一
、
母
親
が
昼
間
家
庭
外
で
 

仕
事
を
し
て
い
る
。
 

二
、
母
親
が
昼
間
家
庭
で
家
 

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
 

三
、
母
親
が
死
亡
等
に
よ
っ
 

て
い
な
い
。
 

四
、
母
親
が
出
産
前
後
ま
一
 

は
、
病
気
等
に
あ
る
。
 

五
、
母
親
が
い
つ
も
病
人
の
 

看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。
 

な
お
不
明
な
点
は
役
場
福
祉
 

係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

僕
に
も
洋
服
を
 

私
は
蛇
口
君
と
二
人
で
霜
の
 

朝
も
木
枯
の
吹
く
夜
も
ハ
ダ
カ
 

で
暮
し
て
い
ま
す
。
で
も
蛇
口
 

君
は
家
の
中
に
い
る
の
で
私
よ
 

り
い
く
ら
か
暖
か
い
と
言
っ
て
 

い
ま
す
。
私
は
寒
さ
で
も
う
破
 

裂
し
そ
う
で
す
。
我
ま
ん
が
で
 

き
ま
せ
ん
。
早
く
着
物
を
着
せ
 

て
下
さ
い
。
保
温
チ
ュ
ー
ブ
が
 

一
番
良
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
 

「
ゼ
イ
タ
ク
」
な
物
は
い
り
ま
 

せ
ん
。
ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
る
 

「
な
わ
か
ボ
ロ
布
」
 
で
よ
い
の
 

で
す
。
あ
ま
り
寒
さ
の
き
び
し
 

い
夜
は
蛇
口
君
も
ユ
凍
り
つ
き
ま
 

す
。
そ
の
時
に
は
少
量
の
水
を
 

出
し
て
い
る
と
凍
り
ま
せ
ん
。
 

原

稿

募

集

 

町
の
機
関
紙
「
町
報
か
な
 

だ
」
を
毎
月
一
回
発
行
し
て
い
 

ま
す
に
町
内
の
話
題
な
ど
、
ど
 

ん
な
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
も
結
 

構
で
す
か
ら
、
ど
し
ど
し
ご
投
 

稿
下
さ
い
。
 

※
送
り
先
 
金
田
町
役
場
 

総
務
課
 
広
報
係
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町
 

田
 

金
 

消
防
だ
よ
り
 

金
 
田
 
町
 
長
 
吉

田

 
桃

太

郎

 

金
田
町
消
防
団
長
 
船

津

 
重
 

夫
 

下
田
川
四
カ
町
組
合
消
防
出
 

初
式
挙
行
に
あ
た
っ
て
は
、
住
 

民
」
璽
棟
の
御
協
力
と
御
支
援
に
 

よ
り
ま
し
て
、
無
事
」
生
式
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
 

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
一
月
十
 

二
日
、
金
田
小
学
校
に
お
い
て
 

税
金
の
還
付
を
受
け
る
 

た
め
の
申
告
は
お
早
め
に
 

田
 
川
 
税
 
務
 
署
 

昭
和
四
十
九
年
分
の
所
得
税
 

の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
・
二
月
 

士
ハ
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
 

で
す
。
し
か
し
税
金
の
還
付
を
 

受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
一
一
 

月
十
六
日
よ
り
前
で
も
受
付
け
 

て
い
ま
す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
 

税
金
の
還
付
も
早
く
受
け
ら
れ
 

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
 

す
ま
せ
て
下
さ
い
。
 

そ
こ
で
今
月
は
所
得
税
の
確
 

定
申
告
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
 

て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
 

⑥
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
人
 

一
、
一
般
の
人
の
場
合
（
事
 

業
所
得
者
や
不
動
産
所
得
者
な
 

ど
の
場
合
）
 

四
十
九
年
中
の
所
得
金
額
の
 

合
計
額
か
ら
配
偶
者
控
除
、
扶
 

養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
各
 

種
の
所
得
控
除
を
差
引
き
、
そ
 

の
金
額
を
基
と
し
て
算
出
し
た
 

税
額
が
、
配
当
控
除
額
よ
り
も
 

多
い
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

二
、
給
与
所
得
者
の
場
合
 

給
与
所
得
者
は
、
年
末
調
整
 

で
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る
の
で
 

大
部
分
の
人
は
申
告
す
る
必
要
 

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
い
ず
 

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人
は
申
告
 

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

H
四
十
九
年
中
の
給
与
の
収
 

入
金
額
が
八
〇
〇
万
円
を
こ
え
 

る
人
。
 

口
一
か
所
か
ら
給
与
を
受
け
 

て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
 

職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
 

が
一
〇
万
円
を
こ
え
る
人
。
 

日
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
 

受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
 

さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
 

額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
 

外
の
各
種
の
所
得
金
額
と
の
合
 

計
額
が
一
〇
万
円
を
こ
え
る
 

人。 四
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
 

親
族
な
ど
で
、
そ
の
法
人
か
ら
 

給
与
の
ほ
か
に
、
貸
付
金
の
利
 

子
、
店
舗
、
工
場
な
ど
の
賃
貸
 

料
、
機
械
、
器
具
の
使
用
料
な
ど
 

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
。
 

国
家
事
使
用
人
や
、
外
国
の
 

在
日
公
館
に
勤
務
す
る
人
な
ど
 

で
、
給
」
」
J
の
支
払
い
を
受
け
る
 

際
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
 

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
人
。
 

因
災
害
を
受
け
た
人
で
、
四
 

十
九
年
の
給
与
に
つ
い
て
災
害
 

減
免
法
に
よ
り
源
泉
徴
収
税
額
 

の
徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
け
た
 

人。 
⑥
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
 

も
ど
る
人
 

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
 

人
で
も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
 

金
や
、
ャ
「
売
」
納
税
し
た
税
金
が
 

参
加
団
員
四
〇
〇
名
に
よ
る
消
 

防
出
初
式
を
、
は
な
ば
な
し
く
 

挙
行
す
了
 
こ
と
が
で
き
ま
し
 

た
。
日
頃
鍛
練
し
た
技
能
と
、
 

規
律
厳
正
な
る
団
員
の
勇
姿
 

や
、
優
秀
な
機
械
器
具
を
披
露
 

し
、
住
民
が
生
命
財
産
を
安
心
 

し
て
ま
か
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
 

士
気
旺
盛
な
団
員
各
位
で
あ
っ
 

た
と
思
い
ま
す
。
式
は
概
略
次
 

の
よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
 

確
定
申
告
を
し
て
税
金
の
還
付
 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

特
に
次
の
よ
う
な
人
は
税
金
が
 

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
 

ど
う
か
を
確
め
て
下
さ
い
。
 

一
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
 

子
、
配
当
、
原
稿
料
な
ど
の
収
 

入
が
少
な
く
て
、
し
か
も
そ
の
 

他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
 

人。 二
、
給
与
所
得
者
で
、
雑
費
 

控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
 

得
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
人
。
 

雑
損
控
除
…
i
災
害
や
盗
難
 

横
領
に
あ
っ
て
住
宅
や
家
財
に
 

損
害
を
受
け
た
と
き
に
、
そ
の
 

損
害
額
が
所
得
の
一
〇
％
を
こ
 

え
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
こ
え
 

て
い
る
部
分
の
金
額
が
所
得
金
 

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

医
療
費
控
除
…
…
支
払
っ
た
 

医
療
費
が
所
得
金
額
の
五
％
と
 

一
〇
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
方
 

の
金
額
を
こ
え
て
い
る
場
合
に
 

そ
の
こ
え
て
い
る
部
分
の
金
額
 

が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
 

す
。
た
だ
し
控
除
限
度
額
は
一
 

〇
〇
万
円
ま
で
で
す
。
 

住
宅
所
得
控
除
…
…
四
十
七
 

年
】
月
一
日
か
ら
五
十
在
上
土
一
 

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
床
面
 

積
が
百
六
十
五
市
土
ガ
メ
ー
ト
ル
 

（
四
十
八
年
以
前
は
百
二
十
平
 

方
メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
住
宅
を
 

新
築
し
、
ま
た
は
新
築
住
宅
を
 

購
入
し
た
場
合
に
は
、
居
住
し
 

た
年
以
降
三
年
間
に
わ
た
っ
て
 

各
届
言
刀
の
所
得
税
の
額
か
ら
最
 

参
加
団
員
 
四
〇
〇
名
 

出
動
消
防
車
 

一
九
台
 

表
彰
受
賞
者
（
金
田
町
分
）
 

〇
県
知
事
表
彰
 

一一唇 

〇
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

金
馬
簾
 
金
田
町
第
二
分
団
 

永
年
勤
続
者
 

九
名
 

優
良
団
員
 

七
名
 

〇
福
岡
県
消
防
協
会
田
川
郡
支
 

部
長
表
彰
 

一一名 

〇
町
長
表
彰
 

八
名
 

高
三
万
円
（
四
十
八
年
以
前
に
 

新
築
な
ど
を
し
た
も
の
は
最
高
 

二
万
円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
 

は
最
初
の
年
に
確
定
申
告
す
れ
 

ば
そ
の
後
の
年
は
年
末
調
整
だ
 

け
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

三
、
給
与
所
宿
侍
者
で
年
の
中
 

途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
 

な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
 

け
な
か
っ
た
人
。
 

四
、
予
定
納
税
を
し
て
い
る
 

人
で
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
 

が
な
く
な
っ
た
人
。
 

⑥
確
定
申
告
書
に
添
付
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
 

確
定
申
告
を
す
る
と
き
、
申
 

告
書
に
添
付
し
た
り
、
提
示
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
あ
 

り
ま
す
。
そ
の
「
般
的
な
も
の
 

は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
 

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
い
て
 

下
さ
い
。
 

一
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
 

場
合
は
、
支
払
っ
た
医
療
費
の
 

領
収
証
 

二
、
住
宅
取
得
地
一
 
を
受
け
 

る
場
合
は
、
の
極
一
確
認
通
知
 

書
の
写
し
（
建
築
確
認
が
必
要
 

で
な
い
家
屋
に
つ
い
て
は
設
計
 

図
な
ど
の
写
し
）
②
登
記
簿
謄
 

本
や
請
負
契
約
書
、
売
費
契
約
 

書
な
ど
で
家
屋
の
工
事
着
手
ま
 

た
は
購
入
年
月
日
を
明
ら
か
に
 

す
る
書
類
や
そ
の
写
し
⑧
住
民
 

票
の
写
し
、
た
だ
し
四
十
七
年
 

分
、
四
十
八
年
分
に
つ
い
て
、
 

こ
れ
ら
の
書
類
を
添
付
し
て
こ
 

の
控
除
を
受
け
て
い
る
場
合
 

は
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
添
付
す
 

〇
下
田
川
四
カ
町
消
防
団
代
表
 

金
田
町
消
防
団
長
表
彰
 

一一名 

以
上
い
ず
れ
も
消
防
の
使
命
達
 

成
に
尽
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
 

数
々
の
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
 

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
一
層
、
 

住
民
福
祉
の
た
め
に
健
闘
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

一
三
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
 

金
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
支
 

払
っ
た
掛
金
の
証
明
書
 

四
、
生
命
保
険
料
控
除
を
受
 

け
る
場
合
で
、
支
払
っ
た
生
命
 

保
険
料
が
一
契
約
九
千
円
を
こ
 
一 一 一 一 一 一 
、
 
」
 

山
 

一
 
」
 

一
 

一 

お
 
医
 

一 
一 

；
ー
、
ー
、
ー
・
ー
・
ー
・
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
し
 

お
酒
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
 

日
本
か
ら
ビ
ー
ル
、
焼
酎
、
ウ
 

4
ス
キ
ー
と
い
ろ
い
ろ
で
す
。
 

し
れ
ら
の
お
酒
は
、
ビ
ー
ル
で
 

四
・
二
％
、
日
本
酒
一
五
ー
ー
 

ー
ハ
男
、
焼
酎
は
ち
ょ
っ
と
強
力
 

で
二
五
ー
三
五
男
、
ウ
ィ
ス
キ
 

ー
と
も
な
る
と
四
〇
％
、
ウ
ォ
 

ッ
カ
だ
と
六
〇
％
の
ア
ル
コ
ー
 

ル
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
 

つ
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
は
 

入
脳
皮
質
を
適
度
に
マ
ヒ
さ
 

せ
、
憂
い
や
取
り
越
し
苦
労
が
 

用
え
去
っ
て
、
解
放
感
に
ひ
た
 

b
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
こ
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
 

も
、
日
本
酒
を
例
に
と
る
と
、
 

に
い
た
い
四
合
ー
五
合
も
飲
む
 

と
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
 

は
〇
・
二
％
ー
〇
・
」
君
と
な
 

り
、
一
」
暑
本
も
嬰
」
衣
も
乱
れ
、
い
 

わ
ゆ
る
酪
酎
（
め
い
て
い
）
状
 

患
と
な
っ
て
き
ま
す
。
 

酒
博
士
で
有
名
な
信
州
大
学
 

り
薬
理
学
教
授
 
赤
羽
治
郎
先
 

土
は
「
こ
ん
な
酪
配
状
態
は
よ
 

、
な
い
。
毎
日
続
け
て
い
る
と
 

J
ル
中
を
心
配
す
る
前
に
完
全
 

に
肝
臓
を
や
ら
れ
て
死
ん
で
し
 

ょ
い
ま
す
」
と
警
告
し
て
い
ま
 

9
。
こ
れ
は
統
計
上
は
っ
き
り
 

一
の
 
学
 

一酒 

n
一 

ー

、

一

 

え
る
と
き
は
、
そ
の
支
払
保
険
 

料
の
証
明
書
 

五
、
損
害
保
険
料
控
除
を
受
 

け
る
場
合
は
、
支
払
っ
た
保
険
 

料
の
証
明
書
 

六
、
給
与
所
得
が
あ
る
人
 

は
、
勤
務
先
か
ら
も
ら
っ
た
源
 

愛

煙

家

の

方

へ

お

願

い

し

ま

す

 

「
た
ば
こ
」
は
町
内
で
 

買
い
ま
し
ょ
う
 

た
ば
こ
は
金
田
町
内
の
た
ば
 

こ
小
売
店
で
お
買
い
下
さ
い
。
 

た
ば
こ
一
本
が
平
均
課
税
標
準
 

額
が
四
・
三
三

1
円
と
な
り
、
 

税
率
百
分
の
一
八
・
一
で
一
本
 

当
り
七
十
八
銭
と
な
り
、
一
箱
 

二
十
本
で
約
十
五
円
強
が
た
ば
 

こ
消
費
税
と
し
て
町
に
還
元
さ
 

れ
、
年
間
一
千
万
円
以
上
の
収
 

入
と
な
り
、
貴
重
な
町
の
財
源
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
を
考
え
て
毎
日
買
う
 

た
ば
こ
は
、
金
田
町
の
た
ば
こ
 

店
で
是
非
買
っ
て
下
さ
い
。
 

金
田
町
の
た
ば
こ
小
売
店
は
 

・
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

東
金
田
、
桑
野
 
末
弘
商
店
 

西
金
田
 
千
手
 

鼻
商
店
 

上
金
田
 
前
島
 
勝
次
商
店
 

上
金
田
 
天
賀
 
達
夫
商
店
 

上
金
田
 
辰
島
 
良
一
商
店
 

町
部
 

千
手
 
品
子
商
店
 

町
部
 

永
田
 
弘
子
商
店
 

町
部
 

中
山
 
徳
子
商
店
 

町
部
 

有
延
太
己
夫
商
店
 

町
部
長
野
酒
類
販
売
有
限
会
社
 

町
部
 

町
部
 

町
部
 

町
部
 

町
部
 

宝
見
 

人
見
 

神
崎
 

福
吉
 

神
崎
 

南
木
 

太
陽
 

税
 

務
 

課
 

鹿
毛
 
光
子
商
店
 

木
下
 
正
則
商
店
 

嘉
久
与
四
郎
商
店
 

松
若
 
光
子
商
店
 

松
本
・
量
子
商
店
 

吉
田
 
耕
治
商
店
 

松
山
 
貫
治
商
店
 

森
藤
チ
ェ
子
商
店
 

林
 
フ
ミ
子
商
店
 

浅
井
 

豊
商
店
 

犬
丸
 
ル
イ
商
店
 

相
原
 
清
子
商
店
 

西
金
田
 
K
Y
C
ボ
ー
ル
 

以
上
二
十
」
居
で
す
。
 

絶
大
な
る
御
協
力
を
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

『
は
え
あ
る
表
彰
』
 

去
る
七
月
十
二
日
た
ば
こ
販
 

売
成
績
の
向
上
に
積
極
的
に
努
 

め
ら
れ
、
町
た
ば
こ
消
費
税
収
 

入
促
進
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

つ
ぎ
の
方
が
金
田
町
長
か
ら
 

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
の
 

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

住
所
 
金
田
町
本
町
 

氏
名
 
嘉
久
与
四
郎
殿
 

し
て
い
る
数
字
だ
と
い
う
か
ら
 

、
左
党
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耳
を
傾
 

け
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
。
 

晩
酌
や
る
な
ら
ニ
合
ま
で
 

酒
を
飲
ん
で
浩
然
の
気
を
養
 

う
の
は
結
構
だ
が
、
肝
臓
を
や
 

ら
れ
て
早
死
に
し
た
の
で
は
元
 

も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
 

ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
み
、
し
か
 

も
肝
臓
を
痛
め
な
い
飲
み
方
は
 

と
い
う
と
、
酒
の
上
手
な
飲
み
 

方
を
心
得
る
こ
と
、
こ
れ
に
つ
 

き
ま
す
。
そ
れ
に
は
酒
の
量
を
 

加
減
す
る
こ
と
と
、
酒
の
サ
カ
 

ナ
を
上
手
に
と
る
こ
と
が
大
切
 

で
す
。
 

赤
羽
先
生
に
よ
る
と
、
ビ
ー
 

ル
ー
本
と
清
酒
一
合
、
ウ
イ
ス
 

キ
ー
な
ら
シ
ン
グ
ル
二
杯
）
分
が
 

そ
れ
ぞ
れ
か
け
合
う
量
だ
と
い
 

う
こ
と
で
す
。
各
人
の
体
質
に
 

よ
っ
て
違
う
面
も
あ
る
が
「
だ
 

い
た
い
毎
日
、
晩
酌
を
や
る
人
 

は
、
お
酒
な
ら
二
合
前
後
ぐ
ら
 

い
が
よ
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
」
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
程
度
 

が
限
度
で
、
こ
れ
以
上
だ
と
せ
 

っ
か
く
の
楽
し
い
酒
が
、
つ
い
 

に
は
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
な
 

り
そ
う
で
す
。
 

そ
れ
で
も
左
党
は
酪
酎
状
態
 

を
好
み
、
飲
ん
だ
翌
日
も
ま
だ
 

酔
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
 

す
。
こ
れ
で
は
体
内
の
ア
ル
コ
 

ー
ル
分
が
ぬ
け
ず
、
肝
臓
に
か
 

け
る
負
担
は
大
き
い
の
で
す
。
 

で
き
る
だ
け
早
く
ア
ル
コ
ー
ル
 

分
を
ぬ
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
 

れ
に
は
朝
の
軽
い
運
動
や
入
浴
 

な
ど
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

泉
徴
収
票
 

な
お
三
か
ら
五
ま
で
の
保
険
 

料
や
掛
金
で
、
す
で
に
年
末
調
 

整
の
際
に
給
与
所
得
か
ら
控
除
 

を
受
け
た
分
に
つ
い
て
は
、
改
 

め
て
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

⑥
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
 

税
務
署
で
は
二
月
十
六
日
か
 

ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
確
定
申
 

告
期
間
中
は
、
所
得
や
税
金
の
 

計
算
方
法
や
申
告
の
し
か
た
な
 

ど
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
気
軽
 

に
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
期
限
間
近
に
な
る
 

と
税
務
署
は
大
へ
ん
混
雑
し
ま
 

す
の
で
、
申
告
の
相
談
や
申
告
 

書
の
提
出
は
な
る
べ
く
お
早
め
 

に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
 

・
・
‘
…
 

‘
．
．
…
 

・
「
 

・
．
,
．
・
・
二
．
，
・
‘
・
 

お
知
ら
せ
 

金
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査
 

委
員
会
委
員
の
選
任
 

税
務
課
 

去
る
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
 

十
七
日
堕
ハ
回
定
例
町
議
会
に
 

お
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
て
 

左
記
の
方
が
選
（
再
）
任
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

住
所
金
田
町
大
｛
「
天
立
田
二
九
 

五
番
地
 

氏
名
 

平
島
憲
一
 

一

 

・

 

ト

・

‘

 

一 
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福
岡
県
の
最
低
賃
金
が
 

改
正
に
な
り
ま
し
た
 

田

川

労

働

基

準

監

督

署

 

こ
の
た
び
「
福
岡
県
最
低
賃
 

金
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
い
 

ま
ま
で
一
日
一
、
三
〇
〇
円
で
 

あ
っ
た
も
の
が
昭
和
四
十
九
年
 

十
二
月
十
五
日
か
ら
一
日
一
、
 

六
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。
福
 

岡
県
内
の
事
業
所
で
は
、
こ
の
 

最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金
で
 

労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は
出
 

来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
最
低
 

賃
金
に
は
、
精
W
勤ー 

ゴ
、
通
勤
 

霊
「
、
家
族
手
止
11
、
及
び
、
割
 

増
賃
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
現
 

在
ま
で
に
定
め
ら
れ
て
い
た
産
 

国
民
年
金
に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
人
で
、
ま
だ
未
加
入
の
人
は
 

今
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
ガ
 

ー
年
 
金
 
だ
 
よ
 
り
ー
 

政
府
が
管
掌
す
る
国
民
年
金
 

は
、
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
 

険
、
共
済
組
A
暴
ど
被
用
者
に
 

対
す
る
公
的
年
金
制
度
に
加
入
 

し
て
い
な
い
一
般
国
民
を
対
象
 

と
し
て
、
考
齢
、
廃
疾
、
死
亡
 

に
つ
い
て
、
年
金
や
一
時
金
の
 

給
付
を
行
う
も
の
で
す
が
、
被
 

保
険
者
の
規
模
は
、
各
種
年
金
 

制
度
中
最
も
大
き
い
制
度
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

被
保
険
者
は
、
当
然
加
入
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
（
強
制
 

加
人
）
と
希
望
に
よ
り
加
入
で
 

き
る
人
（
任
意
加
入
）
に
分
け
 

業
別
の
最
低
賃
ゆ
の
う
ち
一
日
 

一
、
六
〇
〇
円
よ
り
低
い
も
の
 

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
 

最
低
賃
金
が
適
要
に
な
り
ま
 

す。 ※
所
定
労
働
時
間
が
そ
の
事
 

業
所
の
一
般
労
働
者
よ
り
短
い
 

者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
）
 

の
賃
金
は
一
時
間
二
〇
二
円
で
 

す。 尚
詳
し
い
こ
と
は
近
く
の
労
 

働
基
準
監
督
署
に
お
問
い
せ
合
 

く
だ
さ
い
 

ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
人
は
、
二
十
歳
か
ら
 

五
十
九
歳
ま
で
の
人
で
、
日
本
 

国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
 

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

田
 
厚
生
年
金
や
共
済
鞘
皿
A
ロ 

な
ど
の
被
用
者
年
金
制
度
 

の
加
入
者
と
そ
の
配
偶
者
 

②
 
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
 

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
 

そ
の
配
偶
者
 

⑧
 
地
方
公
共
団
体
等
議
員
 

と
そ
の
配
偶
者
 

④
 
昼
間
部
の
学
生
 

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
の
 

は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
で
す
 

が
、
こ
の
と
き
か
ら
現
在
ま
で
 

引
き
続
き
い
わ
ゆ
る
当
然
加
入
 

者
に
該
当
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
 

の
こ
と
、
‘
過
去
の
一
時
期
で
も
 

該
当
し
た
人
は
、
さ
か
の
ぽ
っ
 

て
加
入
の
手
続
き
を
し
な
く
て
 

は
な
ら
な
い
義
務
を
負
っ
て
い
 

る
の
で
す
。
 

金
田
町
で
は
、
こ
の
よ
う
に
 

当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
人
で
、
加
人
の
手
続
き
を
怠
 

っ
て
い
る
人
が
ま
だ
若
干
い
ま
 

す。 国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
、
 

廃
疾
、
又
は
死
亡
に
よ
っ
て
国
 

民
生
活
の
安
定
が
そ
こ
な
わ
れ
 

る
こ
と
を
国
民
の
共
同
連
帯
に
 

行政管理庁の 

行政相談について 
課
 

民
 

住
 

行
政
管
 

理
庁
は
広
 

く
国
民
の
 

苦
情
、
不
 

満
、
意
見
 

な
ど
を
収
 

集
す
る
た
 

め
、
全
国
 

の
市
町
村
 

に
行
政
相
 

談
委
員
を
 

委
嘱
し
て
 

お

り

ま

 

す
。
役
所
 

の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
相
 

談
や
意
見
が
あ
る
方
は
地
元
の
 

行
政
相
談
委
員
に
お
申
出
く
だ
 

さ
い
。
行
政
相
談
委
員
は
申
し
 

出
ら
れ
た
方
々
の
相
談
相
手
と
 

よ
っ
て
防
止
し
も
っ
て
健
全
な
 

国
民
生
活
の
維
持
お
よ
び
向
上
 

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
 

て
い
ま
す
か
ら
当
然
加
入
者
で
 

一
人
で
も
未
加
入
者
が
い
れ
ば
 

社
会
全
体
が
困
る
わ
け
で
す
。
 

当
然
加
入
者
が
、
経
済
的
事
 

情
で
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
 

い
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
の
 

措
置
が
あ
り
、
法
律
で
定
め
た
 

免
除
の
措
置
を
も
含
め
て
、
加
 

入
者
の
生
活
に
重
荷
に
な
ら
な
 

い
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
 

で
、
未
加
入
の
人
は
早
く
届
け
 

出
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
現
在
、
納
め
て
い
な
い
 

保
険
料
も
、
特
例
的
に
特
別
納
 

付
す
る
途
が
開
か
れ
て
い
ま
す
 

の
で
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
福
 

祉
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

な
っ
て
手
続
き
を
教
え
た
り
、
 

相
談
の
内
容
を
国
の
役
所
に
通
 

知
し
て
解
決
を
促
し
、
ま
た
、
 

県
や
市
町
村
の
仕
事
に
つ
い
て
 

は
相
談
の
内
容
を
連
絡
し
て
解
 

決
を
促
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
 

ま
す
。
 

⑨
打
政
相
談
で
受
付
け
る
も
の
 

※
恩
給
、
年
金
、
保
険
、
登
記
 

農
地
、
道
路
、
河
川
、
交
通
 

郵
便
、
環
境
衛
生
、
公
害
、
 

向
）
公
営
住
宅
、
生
活
保
護
、
一
 

般
許
認
可
な
ど
に
つ
い
て
。
 

※
国
鉄
、
電
報
、
電
話
、
煙
草
 

小
売
、
公
団
、
公
庫
、
事
業
 

団
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
地
 

元
の
相
談
委
員
に
気
軽
に
お
 

申
し
出
く
だ
さ
い
。
先
お
、
 

金
田
町
で
は
毎
月
笛
奪
水
曜
 

日
、
苦
情
相
談
や
心
配
ご
と
 

相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
 

で
町
民
の
皆
様
方
の
利
用
を
 

お
す
す
め
致
し
ま
す
。
 

森

林

法

が

一

部

 

改

正

さ

れ

ま

し

た

 

飯
塚
農
林
事
務
所
 

H
林
地
開
発
許
可
制
度
が
発
 

足
。
最
近
国
土
の
開
発
の
進
展
 

に
と
も
な
い
、
ゴ
ル
フ
場
建
 

設
、
宅
地
の
造
成
を
は
じ
め
と
 

し
て
、
各
種
の
開
発
行
為
が
激
 

増
し
て
い
る
な
か
で
、
災
害
防
 

備
、
水
資
源
あ
る
い
は
生
活
環
 

境
の
問
題
と
し
て
、
今
日
ほ
ど
 

森
林
の
も
つ
公
益
上
の
「
は
た
 

ら
き
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
 

と
き
は
な
い
と
い
え
ま
し
よ
 

・つ。 
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
 

森
株
』
広
が
改
正
さ
れ
、
今
年
十
 

月
三
十
一
日
か
ら
国
有
林
を
除
 

く
ほ
と
ん
ど
の
森
林
（
保
安
林
 

を
除
く
）
 
に
お
い
て
、
 

ー
ヘ
ク
 

タ
ー
ル
を
こ
え
る
開
発
を
し
よ
 

う
と
す
る
場
合
は
、
知
事
の
許
 

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
 

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
m
国
ま
 

た
は
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
 

場
合
②
非
常
災
害
の
た
め
の
応
 

急
惜
置
⑧
特
に
省
令
で
定
め
た
 

事
業
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
 

場
合
の
許
可
は
要
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
か
ら
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
 

こ
え
る
森
林
の
開
発
を
し
よ
う
 

と
す
る
場
合
ば
、
開
発
予
定
個
 

所
を
管
轄
す
る
農
林
事
務
所
の
 

林
務
課
に
許
可
申
請
を
提
出
し
 

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
許
 

可
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
 

細
は
最
寄
り
の
農
林
事
務
所
ま
 

た
は
、
県
庁
林
務
部
治
山
課
に
 

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

募
 
集
 

昭
和
 50 
年
度
入
学
生
 

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
 

⑥
募
集
人
員
 

機
械
工
学
科
 
約
八
十
名
 

電
気
工
学
科
 
約
四
十
名
 

化
学
工
学
科
 
約
四
十
名
 

⑥
出
願
資
格
 

▽
中
学
校
主
喜
未
者
（
昭
和
五
 

十
年
」
万
本
垂
木
見
込
者
）
 

▽
中
学
校
窒
喜
未
と
同
等
以
上
 

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
 

れ
る
者
 

▽
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
 

に
お
け
る
九
年
の
課
程
を
 

修
了
し
た
者
 

⑥
願
書
受
付
期
間
 

▽
昭
和
五
十
年
二
月
一
日
よ
 

よ
二
月
十
日
ま
で
 

⑥
出
願
手
続
 

▽
出
身
中
学
校
の
校
長
を
経
 

て
次
の
書
類
を
北
九
州
工
 

業
高
等
宙
龍
『
学
校
（
北
九
 

州
市
小
倉
南
区
大
字
志
 

井
）
学
生
課
教
務
課
に
提
 

出
す
る
こ
と
 

⑥
試
験
日
 

▽
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
三
 

日
 
午
前
九
時
三
十
分
 

⑥
合
格
発
表
 

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
日
 

Q
許
し
い
事
は
役
場
総
務
課
広
 

報
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
 

御
芳
志
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

香
典
返
し
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
順
不
同
）
 

金
一
封
 

足
立
 
清
 
殿
 

金
一
封
 

川
内
 
東
 
殿
 

金
一
封
 

中
川
 
サ
ワ
ェ
殿
 

入
院
見
舞
お
返
し
 

金
一
封
 

吉
田
 
桃
太
郎
殿
 

皆
様
方
の
御
芳
志
に
お
応
え
す
 

す
た
め
に
、
社
会
福
祉
関
係
の
 

有
意
義
な
こ
と
に
使
用
さ
せ
て
 

頂
き
ま
す
。
 

、
 


